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海
・
山
・
川
の
恵
み
の
中
で
人
が
輝
く
快
適
な
ま
ち

ふ
れ

愛
喫

茶
に

来
ら

れ
て

い
る

み
な

さ
ん

（ふ
れ

愛
喫

茶
は

、
毎

日
午

前
中

（日
曜

・祝
日

を
除

く
）ふ

れ
愛

セ
ン

タ
ー

で
開

か
れ

て
い

ま
す

）
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●正しい情報をラジオ・

テレビ・防災行政無線な

どで入手する

●津波は繰り返し来襲

するので、津波警報や

津波注意報が解除され

るまでは絶対に海岸に

近づかない

　

地
震
や
津
波
、
土
砂
災
害
、

台
風
、
近
年
多
発
す
る
線
状
降

水
帯
に
よ
る
豪
雨
な
ど
、
自
然

災
害
は
時
と
し
て
想
像
を
超
え

る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
日
頃
か
ら
防
災
対
策
を
し

て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災

害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
取
り
組
む
「
自

助
」、
地
域
や
身
近
に
い
る
人

同
士
が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む

「
共
助
」
、
国
や
地
方
公
共
団
体

な
ど
が
取
り
組
む
「
公
助
」
が

重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
基
本
と
な
る
の

は
「
自
助
」
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と

で
す
。
災
害
が
発
生
し
た
時
、

ま
ず
、
自
分
が
無
事
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
災
害
に
備
え
、

自
宅
や
職
場
な
ど
の
安
全
対
策

を
し
て
お
く
と
と
も
に
、
外
出

先
で
地
震
や
津
波
な
ど
に
遭
遇

し
た
時
の
行
動
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
身

の
安
全
を
確
保
し
、
生
き
延
び

て
い
く
た
め
に
は
、水
や
食
料
、

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
非

常
用
品
の
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
も
必
要
で
す
。

　

防
災
対
策
に
は
、
十
分
と
か

絶
対
大
丈
夫
と
い
う
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
周
り
に
ど

の
よ
う
な
災
害
の
危
険
が
及
ぶ

の
か
を
考
え
、
そ
の
被
害
を
で

き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に

必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
際
、
家
具

が
倒
れ
た
り
ガ
ラ
ス
が
飛
び

散
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
日
頃

か
ら
家
庭
内
の
安
全
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
な
ど
に

は
、
な
る
べ
く
家
具
を
置
か
ず
、

置
く
場
合
は
背
の
低
い
家
具
を

選
び
、
転
倒
防
止
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
家
具
が
倒
れ
て
ケ
ガ
を
し
た

り
、
出
入
口
を
ふ
さ
が
な
い
よ

う
、
家
具
の
向
き
や
配
置
を
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
具
の
転
倒
防
止
に
は
市
販

の
固
定
金
具
な
ど
を
使
い
、
中

身
の
飛
び
出
し
防
止
に
は
扉
に

留
め
金
具
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
窓
や
戸
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
に

は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼

り
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
お
く

こ
と
も
飛
散
防
止
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●
じ
ゅ
う
た
ん
や
カ
ー
テ
ン
は

防
炎
加
工
の
も
の
を
選
び
、
ス

ト
ー
ブ
は
耐
震
自
動
消
火
装
置

付
き
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
災
警
報
器
や
ガ
ス
漏
れ
警

報
器
な
ど
住
宅
用
防
災
機
器
を

設
置
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い

う
時
に
有
効
で
す
。

●
手
の
届
く
場
所
に
、
懐
中
電

灯
や
ス
リ
ッ
パ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル

を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
屋
根
の
ア
ン
テ
ナ
は
し
っ
か

り
固
定
し
、屋
根
に
ひ
び
割
れ
・

ず
れ
・
は
が
れ
が
な
い
か
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
補
強
や
交

換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
置
い
た
植

木
鉢
や
エ
ア
コ
ン
室
外
機
は
、

落
下
し
な
い
よ
う
安
定
し
た
位

置
に
配
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
雨
ど
い
の
継
ぎ
目
が
外
れ
て

い
な
い
か
、
落
ち
葉
や
土
砂
が

詰
ま
っ
て
い
な
い
か
を
確
認

し
、
修
理
や
清
掃
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
垣
、
門
柱

は
倒
壊
や
崩
落
の
危
険
が
な
い

か
点
検
し
、
弱
い
部
分
は
補
強

し
ま
し
ょ
う
。

●
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
安
定
し
た

土
台
の
上
に
設
置
し
、
鎖
な
ど

で
確
実
に
固
定
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

●
玄
関
ま
わ
り
に
は
通
行
の
妨

げ
に
な
る
物
や
古
新
聞
な
ど
可

燃
物
を
置
か
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る

と
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
通

信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停

止
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

停
止
し
て
も
一
定
期
間
は
自
力

で
生
活
で
き
る
よ
う
、
飲
料
水

や
非
常
食
な
ど
を
日
頃
か
ら
備

蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
宅
が
被
災
し
た
場

合
は
、安
全
な
場
所
に
避
難
し
、

避
難
所
で
の
生
活
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
避
難
所
生
活
に
必

要
な
非
常
用
持
ち
出
し
品
は
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
ま
と

め
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
重

す
ぎ
る
と
避
難
の
妨
げ
に
な
る

た
め
、
目
安
は
大
人
の
男
性
で

約
15　

、
女
性
で
約
10　

ま
で

で
す
。

９
月
１
日
は
『
防
災
の
日
』

命
を
守
る
一
人
ひ
と
り
の
防
災
対
策

家
の
中
の
安
全
点
検

家
の
周
り
の
安
全
点
検

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
や

避
難
に
備
え
て

kg

kg

こんな時には その後は…まずこのような行動を

■沿岸部や川沿いにい

　 る人は、直ちに高台や

　 避難ビルなどの安全

 　な場所に避難する

■津波危険地区の住民

　 は直ちに避難する

■ここなら安心と思わず、

　 より高い場所をめざ

　 して避難する

■海の中にいる人は、

 　直ちに海から上がっ

　 て海岸から離れる

■津波危険区域の住民

　 はいつでも避難でき

　 るように準備する

●町から避難準備情報

　 が発令された

●津波注意報が発表さ

　 れた （揺れを感じな

　 くても）

●強い地震や長時間の

　 揺れを感じた

●町から避難指示が発

　 令された

●大津波警報・津波警

　 報が発表された

　（揺れを感じなくても）

避
難
す
る

避
難
に
備
え
る

命 を 守 る 津 波 対 応 チ ャ ー ト命 を 守 る 津 波 対 応 チ ャ ー ト

非常持ち出し品 （例） 災害に備えた備蓄品 （例）

飲料 ・ 食料
（１〜２日分）

飲料水（500mlペットボトル×２〜３本）、

携帯食（カロリーバー、ビスケット、チョコ

レートなど）、缶詰、レトルト食品、スプー

ン・割り箸

災害情報 ・
連絡手段

携帯ラジオ（手回しやソーラー式が望まし

い）、モバイルバッテリー、予備の乾電池、

ホイッスル（救助を呼ぶため）、携帯電話・

充電ケーブル

衛生 ・
医療用品

マスク、ウェットティッシュ、ポケットティッ

シュ、ハンカチ、タオル、簡易トイレ（凝固剤

タイプ）、歯ブラシ・歯みがきシート、生理用

品、常備薬（最低３日分）、絆創膏、消毒液、

包帯・ガーゼ、体温計

防寒 ・ 雨具
アルミ製保温シート（エマージェンシーシー

ト）、雨カッパ（ポンチョ型が便利）、軍手

貴重品 ・
重要書類

身分証明書（コピー可）、

マイナ保険証（資格確認書）、

お薬手帳のコピー、

現金（小銭も）、

緊急連絡先メモ

飲料 ・ 食料
（ 最 低 ３ 日
～１週間分）

飲料水（１人１日３リットルが目安）、保存で

きる主食（アルファ化米、レトルトご飯、乾

麺など）、缶詰、レトルト食品、栄養補助食

品（ビスケット、エナジーバー）、粉ミルクや

離乳食（乳幼児がいる場合）、ペットフード

（ペットがいる場合）

生活用品

懐中電灯、携帯ラジオ、モバイルバッテ

リー、ローソク・マッチ・ライター、使い捨

てカイロ、防寒シート（夏は冷却タオルや

うちわ）、軍手・作業用手袋、ビニール袋、

ラップ・アルミホイル、簡易トイレ（凝固剤・

ビニール袋タイプ）、ティッシュ・ウェット

ティッシュ

衛生 ・
医療用品

マスク、常備薬（持病薬は最低１週間分）

救急セット（絆創膏、包帯、消毒液、体温計）

歯ブラシ・歯みがきシート、生理用品、タオル

貴重品 ・
重要書類

身分証明書（コピー可）、マイナ保険証（資

格確認書）、お薬手帳のコピー、現金（小銭

も）、緊急連絡先メモ

その他
（ 必 要 に 応
じて）

ヘルメット・防災ずきん、雨具（カッパや折

りたたみ傘）、地図（紙のもの）、笛（ホイッ

スル）、ペットボトル温水器・簡易ガスコン

ロ（屋外用）
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　 自分で書いた遺言書を法務局に預けることで、 様々なトラブルを防ぐことができる制度 （自筆証書遺言書保管

制度） について、 法務局職員が分かりやすく説明します。  

日 時　令和７年９月１０日（水） １４ ： ００～１５ ： ００

会 場　和歌山地方法務局 田辺支局 田辺市文里１丁目１１－９ 

　　　　　　和歌山地方法務局 御坊支局 御坊市薗３６９－６ 

　　　　　　※和歌山地方法務局 （説明会会場） の映像をライブ配信します。

定 員　８名 （完全予約制）

参 加 費　無料

予約締切　令和７年９月９日（火） 正午

予約 ・ 問い合わせ　

　 和歌山地方法務局総務課

 　☎０７３－４２２－５１３１ （自動音声案内５番） 

自筆証書遺言書保管制度説明会の開催

町営住宅の入居者を募集します
■入居募集住宅

■申込書類提出先

　 建設課　☎ 33-9370

■必要書類

  ① 入居申込書、 宣誓及び同意書　＊用紙は役場建設課にあります
　② 申込者及び同居する親族全員の住民票
　③ 申込者及び同居する親族全員の令和７年度所得証明書
　④ 申込者及び同居する親族全員の市町村税に未納がない証明書
　⑤ その他、 町が必要とする書類

■資格要件

  ① １年以上みなべ町内に住所又は勤務場所を有すること。
　② 現に同居し、 又は同居しようとする親族がいること。
　③ 市町村税又は町営住宅の家賃を滞納していない者であること。
　④ 現に住宅に困窮していることが明らかな者であること。
  ⑤ 申込者又は現に同居し、 若しくは同居しようとする親族が暴力団員でないこと。
  ⑥ ２Ｋ、 １ＤＫ及び２ＤＫの単身者の場合は、 ６０歳以上の方 ( または昭和４１年４月１日以前に生まれた方 )、
　　　身体障害者手帳 （１級から４級まで） の交付を受けている方　など

■募集期間

　  令和７年９月８日 (月) ～９月２４日 (水)　８ ： ３０～１７ ： １５ （土 ・ 日 ・ 祝日を除く）

■入居可能日

　令和７年１１月上旬 （予定）

■その他

　 申込み資格要件に該当しない場合や、 提出書類に不備がある場合は受け付けできません。
　 申込みを希望される方は、 事前に役場建設課で資格要件、 必要書類等をご確認ください。

■選考方法

　 募集締切後、 町営住宅選考委員会で入居資格等の審査を行い、 原則、 公開抽選を行います。

団地
建築
年度

構造 間取
募集
戸数

入居対象
世帯員数

家賃 （月額） 駐車場 入居収入基準

猪野
（西部）

昭和
６２年

木造平家建 ２ＤＫ ２戸
２人以上

又は単身者
１１，８００円～
　　２３，２００円

有
（１戸無し）

月　額　 １５８，０００円以下
( 裁量世帯 ２１４，０００円以下 )

猪野
（西部）

昭和
５０年

簡易耐火２階建 ４ＤＫ １戸 ３人以上
１３，７００円～
　　18,000 円

有
月　額　 １１４，０００円以下

( 裁量世帯 １３９，０００円以下 )

猪野
（西部）

昭和
５２年

簡易耐火２階建 ４ＤＫ ３戸 ３人以上
１４，０００円～
　　１８，５００円

有
（２戸無し）

月　額　 １１４，０００円以下
( 裁量世帯 １３９，０００円以下 )

猪野
（東部）

平成
元年

木造平家建 ２ＤＫ １戸
２人以上

又は単身者
１２，１００円～
　　２３，８００円

有
（軽のみ）

月　額　 １５８，０００円以下
( 裁量世帯 ２１４，０００円以下 )

猪之山
昭和
６１年

木造平家建 ３ＤＫ １戸 ２人以上
１３，３００円～
　　２６，１００円

有
（軽のみ）

月　額　 １５８，０００円以下
( 裁量世帯 ２１４，０００円以下 )

猪之山
昭和
６１年

簡易耐火２階建 ４ＤＫ １戸 ３人以上
１７，９００円～
　　２３，６００円

有
月　額　 １１４，０００円以下

( 裁量世帯 １３９，０００円以下 )

猪之山
昭和
６１年

簡易耐火２階建 ４ＤＫ １戸 ３人以上
１７，５００円～
　　２３，２００円

有
月　額　 １１４，０００円以下

( 裁量世帯 １３９，０００円以下 )

井之台
平成
７年

木造２階建 ４ＤＫ １戸 ３人以上
１６，２００円～
　　３１，９００円

有
月　額　 １５８，０００円以下

( 裁量世帯 ２１４，０００円以下 )

井之台
平成
２３年

準耐火２階建集合住宅
１階
１ＤＫ

１戸
単身者

又は２人
１１，７００円～
　　１５，５００円

有
月　額　 １５８，０００円以下

( 裁量世帯 ２１４，０００円以下 )

新田
昭和
５２年

簡易耐火２階建 ４ＤＫ １戸 ３人以上
１４，０００円～
　　２０，９００円

有
（軽のみ）

月　額　 １１４，０００円以下
( 裁量世帯 １３９，０００円以下 )

晩稲
昭和
６２年

木造平家建 ２Ｋ １戸 単身者
４，９００円～
　　９，７００円

有
月　額　 １５８，０００円以下

( 裁量世帯 ２１４，０００円以下 )

・ 猪野西部団地は旧南部保育所の近く、 猪野東部団地はオークワの向い側、 猪之山団地は猪之山、 井之台団地は芝崎会館横、

　新田は駅前、 晩稲は晩稲消防車庫横。

・ 収入基準 (月額) ＝ (申込者及び同居する親族全員の令和６年分合計所得－公営住宅法で定める世帯控除額) ÷１２

・ 裁量世帯とは、○申込者が昭和４１年４月１日以前生まれで、 かつ、 同居する親族のいずれもが昭和４１年４月１日以前生まれ

　　　　　　　　　　　　又は１８歳未満である世帯

　　　　　　　　　　 ○申込者又は同居する親族が、 身体障がい者手帳 (１～４級) の交付を受けている世帯

　　　　　　　　　　 ○同居する親族に小学校就学前の子どもがいる世帯　など

　 女性活躍推進のため、 女性用区画、 女性用トイレ、 浴場等の整備をスピード感をもって計画的に推進中

先行き不透明な現代を生き抜く力を養う

〇高度なテクノロジー教育を通じて、 国際社会でも活躍できる人材を育成

〇陸上自衛官としての資質 ・ 能力、 気力、 体力を兼ね備えた人材を目指す

高等工科学校のご案内

国家公務員として学び

ながら収入も得られる

　 月額約１４万円の手当が支

給され学費は無料、 卒業時に

高等学校卒業資格を取得

高度な教育と自衛隊

訓練の両立

　 一般教養に加え、情報技術・

工学などの高度な教育と基礎

的な自衛隊訓練を実施

寮生活で規律 ・

協調性 ・ 人間力を育成

　 集団生活 ・ 訓練 ・ 課外活

動を通じて、 自立心と豊かな

人間性を養う

問い合わせ　自衛隊御坊地域事務所　御坊市湯川町小松原 410-1　丸仁第１ビル１階

　　　　　　　　 ☎０７３８-２３-００２０

自衛官の処遇　生活 ・ 勤務環境改善について

◇教育 ・ 生活 ・ 勤務環境の基盤整備

　 〇隊舎の女性用区画の整備

　 〇女性用トイレや浴場などの生活勤務環境改善を整備

　 〇潜水艦の女性用区画の整備

◇部外カウンセラー招へい、 制服の整備

◇生理用品の整備

１０月
募集開始
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Information くらしの情報

　

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
で
使
っ
た

水
や
し
尿
な
ど
の
汚
水
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
で
処
理
さ
れ
、
浄
化
さ
れ

て
川
や
海
な
ど
に
流
さ
れ
ま
す
。

　

昔
は
、
川
が
持
っ
て
い
る
自
然
の

力
で
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
現
在
は
家
や
工
場
な

ど
が
増
え
、
合
併
浄
化
槽
や
公
共
下

水
・
農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
下
水
処
理
施
設
で

浄
化
し
な
い
と
、
水
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

下
水
処
理
施
設
で
は
、
川
や
海
な

ど
の
水
環
境
を
守
る
た
め
、
水
質
を

適
正
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　　

下
水
処
理
施
設
は
、
多
く
の
皆
さ

ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
こ
そ
効

率
が
よ
く
な
り
ま
す
（
微
生
物
の
食

べ
物
が
増
え
て
よ
り
よ
く
働
き
ま

す
）。

　

つ
な
ぎ
こ
み
が
可
能
な
地
域
に
住

ん
で
い
て
、
ま
だ
下
水
道
へ
つ
な
ぎ

こ
み
を
し
て
い
な
い
方
は
、
安
心
で

き
る
水
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
下
水

道
へ
一
日
も
早
い
つ
な
ぎ
こ
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

町
の
水
洗
化

　

町
の
下
水
道
に
は
、
公
共
下
水
道

と
農
業
集
落
排
水
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
合
併

浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
７
年
３
月
末
現
在
、
町
が
ど

れ
だ
け
下
水
道
の
設
備
を
整
備
し
て

い
る
か
を
表
す
普
及
率
（
※
１
）
は
、

98
・
８
％
、
世
帯
数
に
す
る
と
約

４
７
５
０
戸
で
す
。

　

　

ま
た
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
世
帯

が
下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
ん
だ
り
合
併

浄
化
槽
を
設
置
し
た
り
し
て
い
る

か
を
表
す
水
洗
化
率
（
※
２
）
は
、

79
・
６
％
、
世
帯
数
に
す
る
と
約

３
８
３
０
戸
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課　

☎
72-

３
６
０
５

　　

分
離
マ
ス
の
掃
除
を
し
な
い
と
、

台
所
、
お
風
呂
、
洗
面
所
な
ど
か
ら

悪
臭
が
し
た
り
、
宅
内
の
排
水
管
が

つ
ま
っ
て
流
れ
な
く
な
っ
た
り
、
下

水
道
施
設
に
影
響
を
あ
た
え
ま
す
。

　

週
に
１
回
程
度
、
分
離
マ
ス
の
掃

除
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課　

☎
72-

３
６
０
５

　

２
か
月
に
１
度
の
検
針
業
務
を
ス

ム
ー
ズ
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
、

生
活
環
境
課
水
道
室
か
ら
の
お
願
い

で
す
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、

　

物
を
置
か
な
い
で
！

　

物
を
置
か
な
い
で
！

　

→
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
蓋
が
開

　

け
ら
れ
ず
、
検
針
が
で
き
な
い
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
周
辺

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
や
周
辺

　

を
き
れ
い
に
！

　

を
き
れ
い
に
！

　

→
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
は
土
や

　

枯
葉
な
ど
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

●
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、
メ
ー

●
犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、
メ
ー

　

タ
ー
の
近
く
に
つ
な
が
な
い
で
！

　

タ
ー
の
近
く
に
つ
な
が
な
い
で
！

　

→
犬
が
近
く
に
い
る
と
、
検
針
員

　

が
メ
ー
タ
ー
に
近
づ
く
こ
と
が
で

　

き
ず
、
検
針
で
き
な
い
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課　

水
道
室

　

☎
72-

３
０
８
５

普
及
率

（※
１
）

　
下
水
道
へ
つ
な
ぎ
こ
み
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
地
区
の
人
口
と
、

下
水
道
事
業
が
実
施
さ
れ
な
い
地

区
の
合
併
浄
化
槽
設
置
済
人
口
の

合
計
を
、
町
全
体
の
人
口
で
割
っ

た
割
合

水
洗
化
率

（※
２
）

　

下
水
道
に
つ
な
ぎ
こ
み
、
使
用

さ
れ
て
い
る
人
口
と
、
合
併
浄
化

槽
設
置
済
人
口
の
合
計
を
、
町
全

体
の
人
口
で
割
っ
た
割
合

　

９
月
23
日
は
「
手
話
の
日
・
手
話

言
語
の
国
際
デ
ー
」
で
す
。
平
成
29

年
12
月
19
日
に
国
連
総
会
で
決
議
さ

れ
、
手
話
言
語
が
音
声
言
語
と
対
等

で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
ろ
う
者
の
人

権
が
完
全
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
国
連

加
盟
国
が
社
会
全
体
で
手
話
言
語
に

つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
手
段
を
講

じ
る
こ
と
を
促
進
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
９
月
23
日
は
昭
和
26
年
に
世

界
ろ
う
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
日
で

す
。
み
な
べ
町
で
も
平
成
30
年
12
月

14
日
に「
み
な
べ
町
手
話
言
語
条
例
」

が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

住
民
福
祉
課　

☎
72-

２
１
６
１

　

令
和
７
年
第
３
回
定
例
町
議
会

（
９
月
議
会
）
は
、
９
月
３
日
（
水
）

に
開
会
予
定
で
す
。

　

議
会
で
は
、
町
政
運
営
全
般
に
わ

た
っ
て
各
議
員
が
質
問
す
る
「
一
般

質
問
」
を
は
じ
め
、
令
和
６
年
度
各

会
計
の
決
算
認
定
や
議
案
審
議
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
大
切

な
事
柄
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
は
次
の
地
区
に
お
き
ま
し

て
、
地
籍
調
査
事
業
の
境
界
立
会
及

び
測
量
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
晩
稲
の
一
部

●
晩
稲
の
一
部

　

（
字 

柳
・
津
井
地
・
高
田
・
井
ノ

尻
・
山
崎
・
綛
田
）

●
西
本
庄
の
一
部

●
西
本
庄
の
一
部

　

（
字 

苗
代
谷
・
大
久
保
・
大
畑
ケ
）

　

土
地
所
有
者
並
び
に
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
内

容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
現
地
立
会

い
等
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
中
旬
よ
り
順
次
、
現

地
立
会
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

土
地
所
有
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

委
託
業
者
よ
り
直
接
ご
案
内
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
33-

９
３
７
０

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
和
歌

山
県
農
業
公
社
と
関
係
機
関
が
連
携

し
、
規
模
縮
小
農
家
等
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
、
規
模
を
拡
大
し
た
い
担

い
手
農
家
や
新
規
就
農
者
へ
農
地
の

集
積
を
進
め
る
事
業
で
す
。

　

「
高
齢
に
よ
り
農
業
を
継
続
で
き

な
い
」
、
「
規
模
を
縮
小
し
た
い
」、

等
の
理
由
で
農
地
を
借
り
て
く
れ
る

人
を
探
し
て
い
る
方
や
、
規
模
拡
大

を
考
え
て
い
て
、
貸
し
て
く
れ
る
農

地
を
探
し
て
い
る
方
は
、
相
談
を
随

時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

産
業
課　

☎
72-

１
３
３
７

　

結
婚
を
期
に
、
新
生
活
を
は
じ
め

る
た
め
に
必
要
と
な
る
引
っ
越
し
費

用
や
住
居
費
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

条
件　

　

①
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

　
　

８
年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し

　
　

た
方

　

②
み
な
べ
町
に
住
所
を
有
し
、
夫

　
　

婦
と
も
に
49
歳
以
下
の
方

　

③
所
得
要
件
を
満
た
す
方　

等

補
助
対
象　

新
婚
生
活
を
は
じ
め
る

費
用
（
家
賃
、
引
越
し
等
）
の
う
ち

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た
費
用

補
助
金　

婚
姻
日
の
年
齢
が

夫
婦
と
も
に
49
歳
以
下
：
上
限
30
万

夫
婦
と
も
に
29
歳
以
下
：
上
限
60
万

問
い
合
わ
せ　

　

政
策
推
進
課　

☎
72-

２
１
４
２

９
月
10
日
は
『
下
水
道
の
日
』

下
水
道
へ
の
早
期
の 

つ
な
ぎ
こ
み
を
お
願
い
し
ま
す

地
籍
調
査
事
業
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

定
例
議
会
は 

９
月
３
日
開
会
予
定

農
地
の「
貸
し
た
い
」、「
借
り

た
い
」を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

新
婚
生
活
支
援
事
業
補
助
金

分
離
マ
ス
の
清
掃
の
お
願
い

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は 

見
や
す
く
、
大
切
に

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

く
ら
し

お
知
ら
せ

補　

助

議　

会

狩
猟
を
さ
れ
る
皆
様
方
へ

　

調
査
及
び
測
量
の
期
間
中

（
令

和
７
年
10
月
～
令
和
８
年
３
月
）、

山
間
部
で
の
作
業
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ふれ愛センターだよりふれ愛センターだより

子 育 て 推 進 課
TEL　３３-７５５０
FAX　74-8013

令和８年度　こども園 ・ 保育所入所申し込みのお知らせ

令和８年度　学童保育所入所申し込みのお知らせ

　 令和８年４月にこども園 ・ 保育所への入所を希望される方の申し込みを次のとおり受け付けます。

　 所定の用紙により、 子育て推進課またはこども園のいずれかへお申し込みください。

　 現在通園されているお子さまにつきましても、 各施設から配布される申込書 （兼現況届） の提出が必要となり

ますので、 ご注意ください。

※町外施設 （幼稚園含む） の利用を希望される方も、 同様の申し込みが必要です。

※申込者多数の場合、 保護者の就労状況等により、 保育の必要性による優先順とさせていただくため、

　 希望する施設に入所できない場合があります。

※令和８年５月以降に入所を希望される場合は、 ４月以降の申し込みとなります。 　 町内の各学童保育所の令和８年度入所申し込みを次のとおり受け付けますので、 入所を希望される方は期間内

にお申し込みください。 申込書類は、 子育て推進課と各学童保育所に置いています。 入所申し込みの詳細は、 各

学校を通じて配布している案内書 （町ホームページにも掲載しています） をご覧ください。

申 込 対 象　お仕事等で放課後、 お子さんを見られないご家庭

　　　　　　　　　※保護者の就労状況等を審査し、 入所を決定します。

学童保育所　 ・ 南部学童保育所第一～第三 （南部小学校内）

　　　　　　　　　 ・ 上南部学童保育所第一、 第二 （生涯学習センター隣、 上南部小学校内）

受 付 期 間　令和７年１０月１日 （水） ～１０月３１日 （金） （土 ・ 日 ・ 祝日を除く）

　　　　　　　　　※例年１１月に実施していましたが、 今年から１０月に変更となりました。

　　　　　　　　 　  お申し込み忘れのないようにご注意ください。

提 出 先　みなべ町役場　子育て推進課

ふれ愛センター

各種お知らせ
対　象 日　時

乳幼児健診

※受付時間は問診票

をご覧ください

４ ・ 10 か月児健診 （令和７年５月・令和６年１１月生まれ） ９月１０日 （水）

２歳６か月児歯科健診 （令和５年１月・２月・３月・４月生まれ） ９月１１日 （木）

３歳６か月児健診 （令和４年２月・３月生まれ） ９月１０日 （水）

マタニティー＆ベ

ビーサロン

妊婦さんや小さなお子さんの保護者

◇妊婦さんやお母さんの仲間づくりの場です

９月２６日 （金）

10：00～11：30

離乳食教室
※参加申込が必要

令和７年２月・３月生まれのお子さんと保護者
９月１８日 （木）

10：00～11：30

町内の

各こども園 ・ 保育所

園庭開放
（こども園・保育所利用者以外の方もご利用いただけます）

おひさま広場（開放保育）
※参加を希望される方は事前に各園へお申込みください

みなべ愛之園こども園

☎ 72-2371

９月２９日 （月） 9:30～10:30
「園庭で体を動かして遊ぼう」 ※雨天中止

上南部こども園

☎ 74-3022

9月７日（日）　8:30～11:30
・ 園庭と多目的グラウンドを開放

９月１８日 （木）　10:00～11:00
「自由あそび」 ※ほっこりルームでもあそべます。

高城こども園

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

９月１日 （月） ・ １７日 （水） 10:00～11:00
「自由あそび」 ※雨天は室内遊び

清川保育所

☎ 75-2044

土曜日・日曜日・祝日　8:30～1７:０0
・ 入口に掲示している注意事項を守って利用し
てください

■こども園 （保育利用者 ・ 幼稚園利用者）

　 上南部こども園　　　   ☎ 74-3022 定員１５０名

　 高城こども園　 　　　   ☎ 75-2044 定員 60 名

　 みなべ愛之園こども園 ☎ 72-2371 定員１４５名

■保育所（※保育利用者のみ）

　 清川保育所（定員１９名）は現在休園中のため、

申込みできません。

町内こども園 ・ 保育所の定員

令和７年１０月１日～令和７年１０月３１日

受付期間

■保育利用者 （２ ・ ３号認定）

　 児童の保護者が就労、 出産、 疾病、 親の介護

等により、 児童の保育をすることができないと認め

られる０～５歳児の児童

５歳児（令和２年 4 月 2 日～令和３年 4 月 1 日生）

４歳児（令和３年 4 月 2 日～令和４年 4 月 1 日生）

３歳児（令和４年 4 月 2 日～令和５年 4 月 1 日生）

２歳児（令和５年 4 月 2 日～令和６年 4 月 1 日生）

 １ 歳児（令和６年 4 月 2 日～令和７年 4 月 1 日生）

０歳児 (令和７年 4 月 2 日～令和７年9月30日生）

■幼稚園利用者 （１号認定）

　 保育利用者以外の３～５歳児の児童

申込対象児童

①みなべ町教育 ・ 保育給付認定申請書兼利用申

   込書一式

②就労証明書など家庭での保育が困難であること

   を証明する書類 （保育利用者のみ）

※申込みに必要な書類や申込みの手引は、 各施

　 設または子育て推進課にあるほか、 町ホーム

   ページからもダウンロードできます。

提出書類

健 康 長 寿 課
TEL　74-3337
FAX　74-8013

　 ９月２１日は 「世界アルツハイマーデー」 です。

　 認知症の方やその家族が安心して暮らせる地域づくりには、 住民一人ひとりの理解と協力が欠かせません。

　 この機会に、 認知症について正しく理解し、 互いに支え合える地域づくりについて一緒に考えてみませんか？

認知症に関する相談 ・ 問い合わせ　地域包括支援センター ☎ 74-8065

９月は 「世界アルツハイマー月間」 ～あなたの地域で認知症とともいにいきいきと暮らす～
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　 糖尿病、がん、心臓病等に代表される生活習慣病は、日常生活のあり方と深く関連しています。

　 健康の保持・増進を図るためには、運動習慣の定着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の確立が重要

です。

日　 時　５日 ・ １２日 ・ １９日 ・ ２６日の金曜日

　１８:００～21:00　トレーニングマシン利用可能

　１９:００～１９:２０　ストレッチポール１回目（先着15名）

　１９:３０～１９：５０　ストレッチポール２回目（先着15名）

　２０:００～２１:００　リズム体操

対　 象　町内在住または在勤の 18 歳以上の方（高校生を除く）

場　 所　はあと館（社会福祉センター） ２階

持ち物　室内用運動靴、 飲み物など

  ※１８歳未満の方は保護者同伴でも利用不可

　※利用者以外の入室はご遠慮ください

　※健康運動指導士の指導を受けたい方は、

 　　１９時までにお越しください。

　※当日、 午後３時時点で

     みなべ町において警報

　 　が発令中の場合、 教室

     は中止します。

日　 時　９月１０日（水） 

　　　　　 ９：００～１１：３０　晩稲区民会館前

　　　　　 １３：３０～１６：３０　ふれ愛センター

※献血カードまたは本人確認

   書類 (運転免許証など) を

   お持ちください

　 １５歳以上の方で、　『仕事や学校に行けず、家族仕事や学校に行けず、家族

以外の人との交流がほとんどない以外の人との交流がほとんどない』、『人間関係が人間関係が

苦手で社会に出ることに抵抗がある苦手で社会に出ることに抵抗がある』、『何かを始め何かを始め

たいけど、どうしたらよいか悩んでいるたいけど、どうしたらよいか悩んでいる』

  上記のようなことで、お悩みの方やそのご家族の

方からの相談をお受けします。

相 談 日　令和７年9月２６日（金） 13：３0～1６：00

場 所　ふれ愛センター

相 談 員　ひきこもり相談の専門スタッフ ひなたの森

            （ＮＰＯ法人ハートツリー）

　　　　　　必要に応じて、町の保健師も同席させ

            ていただきます。

申 込　申込不要

            （ただし、事前予約の方が優先となります）

申 込 先　ひなたの森 （ＮＰＯ法人ハートツリー）   

            ☎ 33-7850

　　　　　　ふれ愛センター ☎ 74-3337

　 室内プールを利用して、 水中でのウォーキングや

筋力トレーニングを行い、 運動機能の維持 ・ 向上

を図ります。

  みんなと一緒に楽しく運動し、 心も体もリフレッ

シュしませんか。

対   象　町内在住の６５歳以上の方

会　 場　プレジール （田辺市文里２-37-25）

　　　　   ※ふれ愛センターからバスで送迎　　　　　　

日　 程　令和７年10月～１２月末 （全1１回）　

　　　　　 毎週木曜日　13：00～15：30

定 　員　24名

利用料　新規利用者は無料（再利用者は1回500円）

申込締切　9月１９日（金） ※定員になり次第終了

　　　　　 地域包括支援センター（☎74-8065）へ

　 生活習慣病は気づかないうちに、 病気が進行し

ていきます。 今からでも遅くありません。 ぜひ、 教

室に参加してみませんか。

対   象　主に糖尿病に関わる検査で異常があった方

　　　　　 腎臓病に関わる検査で異常があった方

　　　　　 上記以外で興味のある方

場　 所　ふれ愛センター　２階　　　　　　

日　 時　令和７年９月３０日　13：３0～1４：30

内　 容　・糖尿病腎症の重症化を防せG
ゴ ー

O！！

　　　　　 ・普段の食事、気を付けY
ヨ ー

O！！

持ち物　健診結果のファイル、筆記用具、眼鏡（必要

　　　　　 な方）

参加希望の方は事前連絡をお願いします。

９ 月 の ト レ ー ニ ン グ 教 室

献血にご協力をお願いします
南部ライオンズクラブ ・ 町共催

ひ き こ も り 相 談

健 康 教 室 を 開 催 し ま す

介護予防水中運動教室

「みなべ ・ うき浮き倶楽部」

9 月 1 0 日 ～ 1 6 日 は 「 自 殺 予 防 週 間 で す 」

９ 月 は 健 康 増 進 普 及 月 間 で す
「１に運動　２に食事　しっかり禁煙　良い睡眠」 ～健康寿命の延伸～

相談はふれ愛センター （☎ 74-3337） や下記の電話でお受けしています。

※フリーダイヤル電話以外の電話代の通信代は相談者負担です。

※開設時間は祝日 ・ 年末年始を除きます。

・ 家族や仲間の変化に気づいて、 声をかける

・ 本人の気持ちを尊重し、 耳を傾ける

・ 早めに専門家に相談するよう促す

・ 温かく寄り添いながら、 じっくりと見守る

あなたにもできる、 自殺予防のための行動
　全国の令和６年度の児童生徒の自殺

者数は５２９人と過去最多となりました。

　自殺を未然に防ぐために、 自分の周囲

の人のこころの健康、 いのちの大切さに

ついて考えてみませんか。

こころの健康に関する
様々な問題や悩み

こころの電話
（和歌山県精神保健福祉センター内）

☎073-435-5192
月～金曜日　9：30～12：00
　　　　　　　　 13：00～16：00

生きづらさを感じられている方
大切な人を自死で亡くされた方
依存・嗜癖などでお悩みの方や
その家族

はあとライン電話相談
（和歌山県精神保健福祉センター内）

☎0570-064-556 24時間（365日対応）

田辺保健所 ☎0739-22-1200 月～金曜日 9：00～17：45

子供（18歳未満）についてあら
ゆる相談

和歌山県中央児童相談所
（和歌山県子ども・女性・障害者相談
センター）

☎073-445-5312

月～金曜日 9：00～17：45

和歌山県紀南児童相談所 ☎0739-22-1588

児童相談所無料ダイヤル
（和歌山県子ども・女性・障害者相談
センター）

☎0120-189-783 24時間（365日対応）

悩みや心の危機に直面されてい
る方や孤独の中にいる方のため
の相談

和歌山いのちの電話

☎０７３-４２４-５０００
☎0570-783-556

10：00～22：00（年中無休）

☎０１２０-７８３-５５６
16：00～21：00
（毎月１０日は２４時間）

食生活改善普及運動実施中　～ 「食事をおいしく、 バランスよく」 ～

◆ 毎日プラス１皿の野菜

    大人が 1 日に必要な野菜摂取量は350ｇ。これは、日本人の平均摂取量にもう 1 皿を加えた量に

　　相当します。

◆ おいしく減塩１日マイナス 2 ｇ

    目標は現在の摂取量から－２ｇ。 だし ・ 柑橘類 ・ 香辛料等を使っておいしく減塩。

　　栄養表示を見て、 かしこく減塩。

◆ 毎日のくらしに with ミルク

       20～30代の3人に 1 人が牛乳 ・ 乳製品をとっていません。

    カルシウムとたんぱく質がバランスよく含まれる、 牛乳 ・ 乳製品をとってあなたの未来も健康に。
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９月のテーマ展示

１階

２階

「認知症とともに」

「図書館でリラックス」

　 ゆめよみ館、 上南部

分館で展示を行いまし

た。 みなさん感心しなが

らじっくり見て下さいまし

た。

　 ９月はアルツハイマー月間です。 認知症

について知ることは、 当事者やご家族の不

安を和らげることにつながります。 健康長

寿課とコラボでお届けします。

 　夏休み明け、 気分も身体も重たく感じる

…。 そんな時は、 ぜひ図書館へ！ ゆっく

り過ごせるスペースと、 気分が軽くなる本

をご用意してお待ちしています。

上南部分館 おはなしの会

９月１０日（水）午後３時３０分から

＊今月から、 第２水曜日の午後３時３０分
　 からに変わります

そのほかにこちらも

今月のオススメ
今月のオススメ

『雑草を攻略するための１３の方法』
谷本雄治　著　（山と渓谷社）

北
朝
鮮
に
出
勤
し
ま
す

キ
ム
・
ミ
ン
ジ
ュ

　
著

（新
泉
社
）

う
ろ
お
ぼ
え
一
家
の
お
み
せ
や

出
口
か
ず
み

　
作

（理
論
社
）

　 家庭菜園にはびこる雑草に悩んだ著者は、 「踏みつ

ける」 「焼きつくす」 「ヤギに食べさせる」 など、 １３の

方法で雑草に立ち向かいます。 それぞれの方法の効果

の度合いはいかに？ 終わりなき戦いの中に、 作者の深

い雑草愛が感じられる１冊です。

１日（月）

６日（土）

８日（月）

１１日（木）

１３日（土）

１６日（火）

２０日（土）

２２日（月）

２５日（木）

２７日（土）

２９日（月）

３０日（火）

休館

おはなし会（10:30～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

休館

おはなし会（10:30～）

休館

ちいさいひと（0～3歳）の

おはなし会（10:30～）

おはなし会（10:30～）

休館

休館 （館内整理日）

ゆめよみ館は祝日も開館しています

ゆめよみ館 
９月のカレンダー

こんな本、いかが？

　 高城公民館とゆめよみ館の２会場で開催し、 約５０

名の参加者がそれぞれ工夫を凝らした作品と物語を

作りました。

　 おはなし会に９名、 上映

会に８名のご参加があり、

平和に思いをはせるひとと

きとなりました。

わ
ら
っ
て
、
考
え
る
！

　

イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
ず
か
ん

古
澤
輝
由

　
監
修

（ほ
る
ぷ
出
版
）

９月・１０月は行政相談月間です

　 総務省の行政相談とは、 行政についての苦情や意見、 要望を受け付け、 担当行政機関とは異なる立場から、 その

解決や実現を促進するとともに、 行政の制度や運営の改善に生かす仕組みです。

 　総務省では、 行政相談制度について、 広く国民の理解と認識を深め、 その利用を促進するため、

9 月 ・ 10 月の 2 か月間を 「行政相談月間」 とし、 全国一斉に各種相談活動を実施しています。

本町では、 毎月、 行政相談委員が行政相談所を開設していますので、 ご利用ください。 相談は

無料で、 秘密は固く守られますので、 お気軽にご利用ください。

「絵本ハウス」 をつくろう

平和を考えるおはなし会 ・ 上映会

調べる学習コンクール作品展示各 種 相 談

マイナンバー
カードの交付等
に係る休日開庁 
（事前予約制）

日時 ９月１４日（日）

9:00～12:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

内容 カードの交付 

　　　 申請、 再交付 

　　　 申請など 

※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

※予約がない日は開庁 

　 しません 

夜間 （土曜日） ・
小児救急診療所

日時 毎週土曜日

１８:00～２１:３０

場所 田辺市民総合センター 

　　   ☎ 26-4909

延長窓口 
（事前予約制）

日時 毎週木曜日

１７:１５～１９:00

場所 住民福祉課

　　　 ☎ 72-2161

交付できる証明書 

・ 住民票の写し

・ 印鑑登録証明書

・ マイナンバーカー 

　ドの交付　など
※必ずお電話で事前予 

　 約をお願いします

相談種類
内容

連絡 ・ 予約先
相談日 時間 場所

人権 ・ 行政 

相談

人権侵害や行政手続きに関する相談 総務課 

☎ 72-2051
９/８(月) 13:30～15:30 生涯学習センター

消費生活 

相談

相談員による商品やサービスの契約に関するトラブルなどの相談
産業課 

☎ 72-1337

消費者ホットライン

☎１８８
９/４（木） 13:00～15:00 役場

農業資金 

相談

【要予約】

（株） 日本政策金融公庫による農業経営にかかる融資等の相談

▼事前予約制／申込みは９/１７(水) まで 産業課 

☎ 72-1337
９/２４(水) 13:00～16:00 役場

生活 

相談

自立支援相談員（西牟婁振興局）による生活や就労の困りごと相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
９/２４(水) 13:30～15:30 役場

「にじのわ」 

障害福祉 

相談

障害のある方やご家族の日常生活や社会生活に関する相談 住民福祉課 

☎ 72-2161
９/２・９・１６・３０（火）・２２（月） 13:30～15:30 役場

教育相談
学校生活に関する相談 教育学習課

☎ 74-2191
平日 9:00～16:00 生涯学習センター

こども 

なんでも 

相談

妊娠 ・ 出産のこと、 育児の悩み ・ その他こどもに関する相談 子育て推進課
【こども家庭センター】

☎ 33-7550平日 9:00～１６:００ ふれ愛センター

暮らし 

なんでも 

相談

福祉専門の職員による日常のお困りごと相談 みなべ町社会福祉協議会

☎ 72-5611
平日 9:00～16:00 はあと館

県による 

巡回職業 

相談

職業相談員による求人情報の提供や求職の相談 日高振興局地域づくり課

☎ 0738-24-2911
９/１２（金） 13:00～15:00 南部公民館

年金相談

【要予約】

年金請求の手続きや加入の届出等に関する相談
田辺年金事務所

☎ 24-0432
９/１３(土) 9:30～16:00

田辺年金事務所 
（田辺市朝日ヶ丘 24-8）
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人 の う ご き

７月末現在 （前月比）

男 ５，４２８人 （-４人）

女 ５,９６７人 （+２人）

人口 １１，３９５人 （-２人）

世帯数 ４，８４４世帯 （±０世帯）

７月中の異動
出生
死亡
転入
転出

高齢化割合 
（６５歳以上） 3４.７％

５人
１４人
２９人
２２人

　

８
月
３
日
、
堺
漁
港
で
「
夏
の
子
ど

も
ま
つ
り
２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
み
な
が
ら
地
元
の
自
然
や
海
の
幸

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
漁
業
組
合

や
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
る
、
夏
の
子

ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

地
元
の
漁
師
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
の
イ
カ
捌
き
体
験
や
、
魚
の
つ

か
み
取
り
、
海
産
物
が
当
た
る
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
約
２
０
０
名
の

子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休
み
の
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
、
草
津
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
（
滋
賀
県
）
で
第
42
回
全
日
本
軟

式
野
球
大
会
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
が
開
催
さ

れ
、日
高
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
が
出
場
し
、

13
年
ぶ
り
４
回
目
の
全
国
大
会
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
８
月
10
日
～
15
日
ま
で

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
（
神
奈
川
県
）
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
25
日
～
26
日
、
和
歌
山
市
民
体

育
館
で
和
歌
山
県
中
学
総
合
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
、
女
子
個
人
の
部
で
、
南

部
中
学
校
３
年
の
河
田
舞
耶
さ
ん
が
優

勝
、
泰
地
芽
愛
さ
ん
が
準
優
勝
し
ま
し

た
。

　

２
人
は
、
８
月
６
日
に
滋
賀
県
大
津

市
で
開
催
さ
れ
る
近
畿
総
体
と
８
月
23

日
～
25
日
に
宮
崎
県
都
城
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
総
体
に
出
場
し
ま
す
。

　

３
月
16
日
、
海
南
市
拝
待
体
育
館
で

第
40
回
日
本
拳
法
和
歌
山
大
会
が
開
催

さ
れ
、
み
な
べ
道
場
か
ら
中
村
花
愛
さ

ん
（
南
部
小
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
女
子
小
学
校
４
年
生

の
部
で
３
位
に
入
賞
し
、
10
月
に
大
阪

で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

８
月
８
日
に
町
長
室
を
表
敬
訪
問
し

た
際
に
は
、
日
本
拳
法
が
ど
の
よ
う
な

競
技
な
の
か
、
町
長
が
実
際
に
防
具
な

ど
を
着
用
し
て
体
験
し
ま
し
た
。

　

まちのできごと

日
本
拳
法 

全
国
大
会
出
場
へ

日
高
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
が 

全
国
大
会
出
場
へ

剣
道 

全
国
大
会
出
場
へ

夏
の
子
ど
も
ま
つ
り
開
催

全国大会へ出場する中村さん （中央）

河田さん （中央左） と泰地さん （中央右）

抽選会の様子

日高オールスターズ（みなべ町出身）の皆さん

秋の全国交通安全運動

９月２１日 （土） ～９月３０日 （月）

９月３０日は 「交通事故死ゼロを目指す日」 です。

　　　　★ 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進

　　　　★ ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進

　　　　★ 自転車 ・ 特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解 ・ 遵守の徹底とヘルメットの着用促進

あなたの命を守る　『マイナ救急』

令和７年１０月１日から開始

マイナ救急とは ・ ・ ・

救急隊員が傷病者のマイナ保険証 （健康保険証として利用登録したマイナンバーカード） を活用し、 傷病

者の医療情報等を閲覧する仕組みのことです。

問い合わせ

日高広域消防事務組合消防本部警防課　☎ 0738-63-1119

★マイナンバーカードを見せるだけで以下の情報が伝わります

・ 傷病者の説明負担が

  軽減されます

・ より適切な処置が

　受けられます

あなたの

病歴

あなたの

処方歴

あなたの

受診歴



少林寺拳法和歌山県民体育大会で大活躍！

少林寺拳法 武道錬成大会で入賞

９
月

号
（

№
252）

編
集

・
発

行
／

み
な

べ
町

総
務

課
　

〒
645-0002　

和
歌

山
県

日
高

郡
み

な
べ

町
芝

742番
地

　
☎

0739-72-2051　
FAX 0739-72-1223

　 ７月１３日、 和歌山県立体育館で和歌山県

民体育大会が開催され、 優秀な成績を収め

ました。 結果は下記のとおりです。 （敬称略）

 　なお、 全国大会は、 １１月１５日・１６日に神

奈川県の横浜武道館で開催されます。

　 ８月９日、 日本武道館 （東京） で令和７

年度全日本少年少女武道 （少林寺拳法）

錬成大会が開催されました。

　 当大会は、 一定水準以上の評価を得た

選手にメダルが授与されます。

　 メダルを授与された選手は次のとおりで

す。 （敬称略）

組演武

一般男子有段の部 優秀賞 堀口　敏寿 ・ 池上　亮 全国出場

一般男子マスターズの部 最優秀賞 坂本　健 ・ 西下　耕平 全国出場

一般男子有段の部 最優秀賞 堀口　虎之介 （南部高２年）・中村 大河 （南部高１年） 全国出場

親子の部 最優秀賞 三前　智亮 ・ 三前　皓聖 （南部小２年） 全国出場

小学生高学年の部 努力賞 古久保 いち夏（南部小６年）・田ノ岡　凛（南部小６年）

小学生高学年の部 優秀賞 山下　陽大 （南部小５年）・垣端　陽大 （上南部小５年）

小学生高学年の部 優秀賞 前田　祐里 （南部小６年） ・ 寺谷　成司 （清川小６年） 全国出場

組演武

小学生４級の部
山下　陽大 南部小５年

２位
垣端　陽大 上南部小５年

小学生有段の部
谷　芽樹 上南部小６年

２位
畑﨑　慶一 上南部小６年

小学生有段の部
前田　祐里 南部小６年

入賞
寺谷　成司 清川小６年

単 独 演

武

小学生４級の部 中家　和奏 上南部小４年

１位

部門最高得点であったことか

ら閉会式で最優秀演武披露と

して披露

小学生４級の部 前田　達輝 智辯学園和歌山小４年 ２位

小学生６級の部 谷　采音 上南部小４年 入賞


